
医務室だより号外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身 延 山 大 学 

令和 6 年 7 月 1 日 

通常、暑いときや運動時に体内で発生した熱は、体表面近くの毛細血管が拡張すること

で体外に放出され体温低下が図られています。また汗の蒸発による気化熱によっても体

温は低下します。しかし外気温や湿度が高く、風のない状態では熱が体外に放出できず

体の中にこもります。加えて体から水分が減少したり電解質のバランスが崩れることに

よって様々な健康障害が発症します。 

このように体温を調節する機能がコントロールを失い、体温が上がり臓器の機能が障害

されてしまう状態が熱中症です。 

最悪な場合、命の危険につながることもありますが、予防も対処もできる

健康障害です。正しい知識を持ち、熱中症による事故のないように過ごし

ましょう。 

熱中症の症状 



 

 

 

（参照 厚労省熱中症情報） 

睡眠や食事はしっかりとる 

（スポーツドリンク・タブレット等） 

 


